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令和８年１月３１日（土）「親子でボールとあそぼう！」を実施しました！ 

 

 

このイベントは毎年、青少年健全育成事業の一環として、親子・子どもたち

に交流の場を提供することを目的に行われ、今年は総合運動場体育館で午前

１０時より参加者・スタッフ総勢約９０名で行われました。 

準備体操に続き、やや激しい動きを取り入れたレクリエーションで汗を流し

た後、いよいよボールゲームのショートテニスとキンボールが始まりました。そ

れぞれ親子でチームを作り、懸命にボールを追いかけます。好プレイや珍プレ

イに、プレイヤーも観客席の皆さんも大いに盛り上がりました。 

                  「世田谷子ども駅伝」の応援に行きました！ 

令和７年１２月７日（日）、総合運動場にて第１５回世田谷子ども駅伝が

開催されました。これまでの努力が報われることを願って、多くの人が

応援に来ていました。「砧の学び舎」は、小・中学生の部 男子・ミックス

で５位と９位、小・中学生の部 女子で３位の成績を残しました。 

広報部 奥津健太郎 

スポーツ振興財団のモルック 

キンボールではチーム一丸となって 

レクリエーションのじゃんけん列車 

ショートテニスは力の加減が難しい…     
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ショートテニスとキンボールそれぞれの優勝者      

では大人も子どもも大盛り上がり！ 

体験コーナーもありました！ 

ボールを追いかけます                   

広報部長 山田瑞恵 

 

以上の“キラキラバッジ”が作られました。自作のキラキラバッジを首にかけた

子どもたちの顔も“キラキラ”でした。 

第３回を迎えた「きらきらキッズフェスタ」、病気や障害があるお子さんも、

そうでないお子さんも、みんな一緒に楽しめるイベントです。 

  小学生の手話を用いたコーラスやクラウンのパフォーマンスの傍ら、青少年

砧地区委員会は“キラキラバッジ”製作コーナーで 

参加、大人も子どもも好みのキャラクターで１００個 

    令和８年２月１４日（土）「きらきらキッズフェスタ」に参加しました！ 

 

昨年に引き続き、今年もぽん太とぽん子が遊びに来てくれました        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年砧地区委員会は様々な団体からのメンバーで構成
されています。今回は小・中学校ＰＴＡ委員の皆様にお仕事

の紹介や、１年間を振り返っていただきました。 

下線記事担当 

 砧南小学校 PTA 飯塚、戸高、加賀見、早石 

砧地区委員として、この一年様々なイベントに参加させていただきました。そこにはたくさんの地

域の方々のご理解、ご協力を賜っていることに改めて気付かされました。感謝の気持ちとともに、

たくさんの方と出会う素敵な機会を与えていただき嬉しく思います。ありがとうございました。 

砧地区では研修会や主に小学生向けのイベ

ントが企画されています。それらの運営を支え

てくださる様々な方々に出会い、私たちもお手

伝いさせていただきました。その中で、中学生

以上はボランティアとして参加できるイベント 

砧南中学校 PTA 北口 

 砧中学校 PTA 橋本 

青少年砧地区委員として地域の

様々なイベントに参加できたことはと

ても良い経験になりました。子ども達

がこんなにも地域の色んな方々に見

守られ支えられていることがわかり 

山野小学校 PTA 砂子澤 

 

広報部長 山田瑞恵 

地域を知ることを目的に、１０年以上にわたり工

事が続く東京外かく環状道路について、NEXCO の

案内でトンネルの工事現場見学を行いました。開通

すれば東名から関越まで約１２分で結ばれます。 

令和８年２月１８日（水）青少年砧地区委員会研修会 
「地域を知ろう（外環トンネル見学）」を実施しました！ 

まちづくりセンターや地域の方、地区委員や民生委員さんなどが、子ども

たちが楽しめるようにと話し合い、活動をしてくださってることを知り、より

たくさんの方に参加していただきたいなと思いました。子ども達やみなさん

と一緒に活動することができ、とても楽しかったです！ありがとうございま

した。 

 

地区委員の窓 

青少年地区委員として子ども達へのイベントや集まりに参加し楽しい一

年となりました。また多くの方々が活動を支えて下さっている事を実感し、

お手伝いできた事を嬉しく思いました。一年間ありがとうございました。 

 

もあり、地域行事に関心のある学生と共に活動できたことがとても

嬉しく思いました。一年間ありがとうございました。 

 砧中学校 PTA 林 

感謝でいっぱいです。一年間ありがとうございました。 

１９６６年に始まった計画は、高架方式からトンネル方式へと変更され、地下

約４０m・直径約１６ｍの巨大トンネルが建設されています。高度な掘削技術

や、地質調査、機械開発、住民との調整、環境対策など多くの課題を乗り越え

てきたことに深い感動を覚えました。 

地域の小学生の見学も行われており、将来ものづくりを志す子どもたちに

とっても貴重な学びの場となっていることでしょう。 

パーツのひとつの大きさにも圧倒されます         

トンネルを掘り進めるシールドマシンの模型 


